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本研究は、薬剤耐性菌において、
薬剤耐性を発現させる酵素β-ラク
タマーゼについて酵素学的に研究
を行ったものである。β-ラクタマー
ゼに対する阻害剤の探索と、その
阻害様式について速度論的解析と
タンパク質X線結晶構造解析を行っ
て解明した。

B
・①、②は査読付き論文である。
・①のImpact Factor (IF)は4.255、②は4.255であった。
・①の引用回数は1、②は4であった。

環境安全センターの研究は、専任教員の研究手法・技術を中心として、安全管理及び環境管理に関する分野に対して研究を実施している。専任教員の専門学問は薬学であり、
化学の視点から研究を行っている。専任教員は、大学における化学物質管理のあり方の研究を行っている。また、抗生物質が効かない薬剤耐性菌の研究を酵素レベルで行っ
ている。薬剤耐性菌問題は、20世紀の抗生物質の乱用により生じており、世界規模でその蔓延が危惧されている。薬剤耐性菌は、治療のために入院している患者だけでなく、
家畜、食肉、河川や土壌などの自然環境中からも発見されている。専任教員は、薬剤耐性を発現させる酵素に焦点を当て、酵素活性を阻害する方法による薬剤耐性菌の早期
発見法を研究している。これらの研究業績を選定した。
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